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食品添加物事業関係者と食品安全委員会委員との懇談会

１．日 時： 平成１５年９月２５日（木）１６：００～１７：４５

２．場 所： 食品安全委員会委員会室
３．出席者： (社名 音順、敬称略）50

・味の素株式会社調味料・食品ｶﾝﾊﾟﾆｰ食品統括部

品質保証ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 冨松 徹
・協和発酵工業株式会社食品品質保証部主査 村田義文
・三栄源ｴﾌ･ｴﾌ･ｱｲ株式会社常務取締役 中村幹雄

・ジェイティーフーズ株式会社常務執行役員 坂本 正
・株式会社タイショーテクノス研究所長 宮野信雄

・高砂香料工業株式会社総合研究所
ｱﾛﾏｻｲｴﾝｽ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ研究所長 所 一彦&

・武田キリン食品株式会社営業本部営業技術部長 古本重廣

・理研ビタミン株式会社品質保証部長 松本正治
・日本食品添加物協会専務理事 福江紀彦
・日本食品添加物協会常務理事 竹本 平

・日本食品添加物協会常務理事 鈴木宏侑
・長谷川香料株式会社品質保証部副部長

（日本香料工業会 食品香料委員会） 岡村弘之

＜食品安全委員会委員＞

寺田委員長、寺尾委員長代理、小泉委員、見上委員
坂本委員、本間委員

＜食品安全委員会事務局＞
梅津事務局長、一色事務局次長、藤本勧告広報課長、

西郷ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ官、宮嵜評価調整官

４．議 事（司会：西郷ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ官）

（１）委員長挨拶
（２）委員紹介
（３）出席者紹介

（４）意見交換

５．主な発言（○：食品添加物事業関係者側発言、△：委員及び事務局側発言）
（リスクに対する消費者の反応等）
○ 食品に関してはリスクの程度以上に過剰反応があり、そのことが消費者のリスクに

対する感性を麻痺させているのではないだろうか。企業も商品の回収をすることにな
り、膨大な食材の廃棄をすることになる。一口にリスクと言っても程度があるので、
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中立的な科学的権威のある食品安全委員会が、そのリスクの程度を生産者を含め消費

者に対して教育してほしい。
○ 無添加を売りにしている商品が売れるのは、消費者の添加物に関する不安が背景に

ある。消費者の不安を反映して、例えば保存料としての用途表示が不要な他の添加物
に代替されることは必ずしもよいことではない。代替されることによって却って添加
量が増えることもある。添加物に対する消費者の漠然とした不安を取り除くことが必

要である。
○ 消費者は、総じて、食品添加物、加工食品、表示等の食に関する知識が十分でない
と思われるが、その主な原因は、小・中・高等学校での食に関する教育が十分でない

ことに加え、添加物を悪いものと決めつけるなど、教材の内容が不正確なことにもあ
るのではないだろうか。

（食品規格基準のハーモナイゼーション）
○ ＪＥＣＦＡで安全評価が済んでいる添加物は約４６０品目(グループ評価された香料

は除く）あるのに対し、日本で認可されている添加物は約８００品目。そのうち重複
しているものは約３００品目にすぎない。日本と海外との整合性が図られているとは
いえない状況であり、各国の規制をを国際基準に合わせることが重要である。

国際的に安全性が評価されているにもかかわらず、国内で指定外となっている添加
物については、早急に安全性評価を行うこととなっている。これらの取組みのスピー

ドアップが重要であり、海外のデータを有効活用して前向きに安全性の評価をしてほ
しい。
○ 香料は、①添加量がごく微量であること、②品目数が大変に多いなどの点で他の添

加物と違いがあり、その多くは食品在中成分であるので、ＪＥＣＦＡでは香料独自の
。 、 、 、評価システムが設けられている 一方 香料については 技術ノウハウとの関係から

どのようにどこまで情報の開示が可能かという問題がある。

○ 日本国内で流通している添加物は、日本国内で定められた規格基準を遵守すること
になるが、海外から日本に輸入される食品の場合は、添加物が使用を認められている

ものであれば日本の検疫を通過し、日本国内で流通が可能なことになっているという
現状がある。
△ 国境を越えれば、違法な添加物も合法となってしまうという状況は解決すべき問題

△ 添加物や農薬については品目がたくさんあるため、それらの安全性評価をどうスピ
ードアップして行い、グローバル化に対応していくかは、評価担当者の問題意識とし
ては持っている。

△ 食品の規格基準設定の国際的なハーモナイゼーションについては、国によって食生
、 、活が異なるので 安易なハーモナイゼーションを行うべきではないという考えがあり

国会審議でも指摘されているところ。こうした意見に対して科学的にどのような議論
ができるかを検討する余地はある。

「 」 、４０年代後半に 食品添加物の使用は最小限にする という国会の付帯決議があり

我が国の一つのバックボーンになっていると思われるが、これをどう考えるかも一つ
の論点である。
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、△ 食品添加物といっても栄養強化用の添加物から保存用の添加物まで多種多様であり

「添加物」とひとくくりにして議論できない面がある。ハーモナイゼーションについ
ても同様ではないか？優先順位をつけて、議論する必要があるのではないか。

（その他）
○ 薬事法が原則規制という制度であるのに対し、食品衛生法は原則自由という制度で
あり、原則自由なものに規制をしようとするのは難しさがあるのではないか。

○ 今までの添加物の指定は、厚生労働省へ要請をして、その後、薬事・食品衛生審議
会が審議する際に必要となった資料の提出が求められたりするなどのやりとりがあっ
たが、今後食品安全委員会が評価するにあたっても同様に申請者側とコミュニケーシ

ョンの機会を持ってほしい。
○ 既存添加物（天然添加物）については、各種安全性評価試験が進められているとこ

ろであるが、そのガイドラインが必要ではないか。


